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おと め座

(8/23 ～ 9/22)
【 全体運】 少し 暴走気味の傾向はある も のの発展的。 周囲の意見を 聞く よ う 心掛けて。 一緒に喜んでく れる 人がいる のが大事
【 健康運】 あっ たか靴下で足元を 冷えから ガード 　【 幸運の食べ物】 ヤマト イ モ

 １ 月の運勢9
てんびん座

(9/23 ～ 10/23)
【 全体運】 にぎやかなお正月に。 忙し さ はある も のの周囲の笑顔があなたを 幸せな気持ち にし てく れま す。 連絡は小ま めに
【 健康運】 グループで運動を 楽し みながら 健康維持　【 幸運の食べ物】 ダイ コ ン

 １ 月の運勢
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十勝清水町の土壌断面十勝清水町の土壌断面
川沿いの低地に分布する褐色低地土川沿いの低地に分布する褐色低地土

　
十
勝
地
域
に
は
「
河
岸
段
丘
」
と
呼
ば
れ
る
地
形

が
発
達
し
て
お
り
、
段
丘
の
ど
の
位
置
か
に
よ
っ

て
土
壌
の
成
り
立
ち
や
特
性
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
河
岸
段
丘
と
は
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
で
き
た

階
段
状
の
地
形
の
こ
と
で
あ
り
、
川
と
同
じ
高
さ
の

低
地
、
低
地
か
ら
一
段
上
が
っ
た
低
位
段
丘
、
さ
ら

に
上
が
っ
た
中
位
段
丘
や
高
位
段
丘
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
十
勝
地
域
は
地
盤
が
全
体
的
に
隆
起
し
続
け
て

お
り
、
地
盤
が
上
が
っ
て
川
が
地
面
を
削
り
取
る
こ

と
で
階
段
状
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
低
位
段
丘
は
約

１
万
年
前
、
中
位
段
丘
や
高
位
段
丘
は
数
万
年
か
ら

数
十
万
年
前
に
隆
起
し
た
場
所
に
な
り
ま
す
。

　
十
勝
清
水
町
に
は
、
十
勝
川
や
サ
ホ
ロ
川
な
ど
の

大
き
な
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
川
と
同
じ
高

さ
の
場
所
に
は
低
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
低
地
に

は
、
川
が
し
ば
し
ば
氾
濫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
流

か
ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
が
堆
積
し
、
平
坦
な
氾
濫

原
と
い
う
地
形
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
川
沿
い
の
低

地
に
平
ら
な
畑
が
多
い
の
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
で
す

よ
ね
。

　
十
勝
清
水
町
は
十
勝
川
の
上
流
に
近
い
の
で
、
粗

い
砂
や
礫
な
ど
が
堆
積
し
ま
す
。
中
流
の
幕
別
町
な

ど
で
は
細
か
い
砂
と
粘
土
、
下
流
の
豊
頃
町
な
ど
で

は
非
常
に
細
か
い
粘
土
が
堆
積
し
ま
す
。
同
じ
低
地

で
も
、
川
の
上
流
と
下
流
で
は
堆
積
物
の
粒
の
大
き

さ
が
異
な
る
の
で
す
。

　
十
勝
川
左
岸
（
北
松
沢
）
の
Ｍ
農
場
コ
ム
ギ
跡
圃

場
で
土
壌
断
面
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
川
が
運
ん
で

十勝川左岸（ 北松沢） の低地

川
と
同
じ
高
さ
の
低
地

き
た
土
砂
か
ら
で
き
た
「
褐
色
低
地
土
」
と
呼
ば
れ

る
土
壌
で
す
。 

　
表
面
か
ら
深
さ
39
㎝
ま
で
は
プ
ラ
ウ
で
耕
起
さ
れ

た
層
で
、
上
か
ら
Ap
１
層
、
Ap
２
層
、
Ap
３
層
の
３

層
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ど
の
層
も
砂
が
多
く
、
や
や

暗
色
な
の
で
腐
植
物
質
を
多
少
は
含
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
は
砂
質
で
陽

イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
は
低
く
て
保
肥
力
が

弱
い
た
め
、
肥
料
や
生
堆
肥
な
ど
を
大
量
に
施
用
す

る
と
流
れ
出
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
く
、
と
く
に
窒

素
肥
料
は
数
回
に
分
け
て
施
用
し
た
り
、
緩
効
性
肥

料
を
併
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
土
壌
硬
度
計
で
硬
さ
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、

Ap
１
層
と
Ap
２
層
は
20
未
満
と
軟
ら
か
い
の
に
対

し
、
Ap
３
層
は
26
と
非
常
に
硬
く
、
プ
ラ
ウ
に
よ
る

練
り
返
し
で
耕
盤
層
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
Ap

３
層
が
表
面
か
ら
入
る
水
の
排
水
性
を
悪
く
し
て
い

る
可
能
性
が
高
く
、
土
壌
が
乾
い
て
い
る
時
に
深
さ

40
㎝
位
ま
で
心
土
破
砕
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
下
層
に
目
を
向
け
る
と
、
深
さ
70
㎝
あ
た
り
か
ら

下
の
Cg
層
は
赤
っ
ぽ
い
色
と
灰
色
っ
ぽ
い
色
の
土
壌

が
ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

「
斑
鉄
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
断
面
で
は
根
の
跡
な
ど

に
管
状
の
斑
鉄
が
あ
る
の
で
、
地
下
水
が
上
が
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
り
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に

言
え
ば
、
表
面
か
ら
深
さ
70
㎝
ま
で
は
地
下
水
の
影

響
を
あ
ま
り
受
け
て
お
ら
ず
、
酸
素
が
十
分
に
あ
る

の
で
作
物
の
根
が
入
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

礫
も
見
当
た
ら
ず
、
耕
盤
層
さ
え
壊
せ
れ
ば
、
ク
セ

の
少
な
い
扱
い
や
す
い
土
壌
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

　

砂
質
な
褐
色
低
地
土

下
層
に
は
地
下
水
に
よ
る
斑
鉄

　 長い時間を かけて、 各プレ ート が移動

し 隆起し た大地を、 十勝川を はじ めと し

た川が削り 取る こ と で、 清水町特有の段

丘が出来上がっ ており 、 地域ごと に土壌

断面も 大き く 異なっ ています。

　 各土壌の特徴を 把握し て、 持続的な営

農へ向けた圃場管理へ繋げまし ょ う 。
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十勝・ 清水町における 河岸段丘の模式図
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https://www.hkd .m lit.go.jp/ob/info/u23dsn00000000l1.htm  よ り

土壌断面最上部にあリ 、 植物の根や残渣

の供給を 受け、 そ れが腐植と な っ て 暗

色、 黒色を 呈し ている 層位。

その層位が人為的に耕起、 攪袢さ れてい

る こ と を 示す。

土壌生成作用を ほと んど受けていない母

材から なる 層位。

土壌中の鉄が酸素欠乏状態で灰色と なっ

ている こ と を 示す。

土壌が石灰や苦土、 カ リ ウムなどの肥料

成分を 吸着保持でき る 最大量のこ と 。

21 以上で作物根の伸長が阻害さ れ、

25 ではほと んど伸長でき ない。

プレ ート 移動で隆起し 形作ら れた

北海道・ 十勝の地層イ メ ージ

河
岸
段
丘
の
位
置
に
よ
っ
て
土
壌
が
異
な
る

https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/info/u23dsn00000000l1.htm

